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　最近、五木寛之さんの『林毎期』という本を面白く読んだ。“臨終期”とゴロを同じくするが、もともと仏典に
出てくる言葉である。インドバラモンの思想で、人の一生を四つにふりわける（「四住期」）。学生（がくしょう）
期、家住期、林住期、遊行期である。学生期は青年期のトレーニングの時代、家住期は一族のために必死に働く
時期、林住期は五木さんの勧める、五十歳から七十五歳ごろの円熟した人生のありがたさを味わう時代である（五
木さんは人生を仮に百年として説明している）。「林住期」は林に住むと書くが、最後の遊行期も森に赴くものと
された。インドでは、古来家長は一族の頂点にたって、子孫を増やし、働いて一族を支え、そして年とってサル
のボスが群れを離れるように、出家して山野に一人住む習慣があったのである。
　皆様は、いま医師として、研究者として、また一家の長として人生の最大のエネルギーをつぎ込み、真剣に、生
きておられる。そのような皆様に、すでに「林住期」に身をおいている筆者が、余計な雑音を加えるのはいかが
かと思うが、いずれその時期がやってくることを一寸考えてみるのも無駄でないかもしれない。それは楽しい人
生の時期でもあると予告したい。
　多くの人は、この世に生まれたことを当たり前のこととして受け止め、人の作ったルール、価値観にならされ、
あまり疑問を持たずに、それに従うように行動している。
　人間は、間違いなく生物のひとつである。現在のところ地球上にもっとも繁栄している生物であり、その数は
七十億に達している。人の一世代を仮に二十五年とすると、江戸のはじめから現在まで四百年として十六代にな
る。ネズミ算式に逆算すれば一万六千人の先祖がその頃いたことになる。男が八千人、女が八千人。この世に自
分が存在することは、その間一回でも遺伝子の伝達に失敗なく子孫に伝わった結果である。奇跡としか、いいよ
うがない。これからも、自分の遺伝子は薄まりながら、人類の間を流れていく。考えてみれば、地球という惑星
の上にいることだって、大変な偶然である。惑星学者は、宇宙の中には、確率的に地球のような天体があること
を想定しているようだが証明はない。私はこの世に生まれて、この世の生き証人のひとりになっていることを思
うと身震いを感じる。しかもそのチャンスはおそらく一回しか与えられていない。
　抹香くさい話になるが、八十歳をすぎ、死期を悟ったお釈迦様は弟子のアーナンダー人をお供に、最後の旅に
出た。当時のインドの事情を考えれば、お釈迦さまはかなり長生きであったことになる。住み慣れたヴェサーリー
の町を眺めながら、しみじみと「この世は美しい」と言ったという。私もお釈迦様にあやかって、この世の生き
証人のひとりとして、現世こそ、極楽でなければならないと信じ、さらに老年になっても、そして死ぬまで、こ
の世の楽しさを享受することこそ人間の姿であると思っている。
　インドの「幽幽期」は、一人のボスに権力が長く集中するのをさける知恵であったのかもしれない。日本の江
戸時代にあった隠居の制度も、その思想を受けついでいるようである。早い時期に家督を子供にわたして、自由
の身になるのである。老いては子に従えの境地である。また昔の人は後世を信頼し、そして任せた。一方、後世
も先人に敬意を払った。隠居という言葉に、不思議と暗いイメージはない。ゆとりを持って、世の喧騒から離れ
て、人生を楽しむ風情である。「林住期」はまさにそれにあたる。
　蛇足になるが、最近“加住期”が新たに加えられ、点滴などの助けを借りて、自分の意思とは無関係に生きるこ
とを余儀なくされている。これは、今後の医療だけでなく医学倫理のかかえる大問題となるであろう。
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